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非常に有用性が高い1)．MRI の最新の modality として
は，MRS/CSI による質的診断（病理診断推測），
functional MRI による機能診断や diffusion tensor 
image（tractography）による神経線維走行の描出など
がある（図３）．PET は，FDG による糖代謝画像より















　治療は，外科的治療と，術後の adjuvant therapy が
柱となるが，最近では診断から治療まで一連の 
modality を多数取り入れた，multimodality treatment 




















図２　膠芽腫の MRI と PET 画像
腫瘍本体は MRI 造影Ｔ1強調画像（Ａ）でリング状造影効果を示し，腫瘍周囲の著明な浮腫は FLAIR 画像（Ｂ）で描出される．MRS 
では，choline peak（cho）の上昇と creatin peak（Cr）の低下，NAA peak の消失，lipid peak（Lip）の出現を認める．PET では，














































いることがあり，そのような場合は sulcus を開放して 

































１p と19q に LOH（loss of heterozygosity）を認める
ものは，そうでないものに比べて化学療法感受性が高
く，予後が良好であることが示されている9)．また，
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